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千葉県の土地利用(30年前との比較）
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千葉県の森林現況
森林の構成 所有形態別の構成
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森林面積の推移と減少の要因

森林面積の推移（1970～2004年） 森林の転用目的別面積
（林地開発許可面積）
1975～2003年

土石の採取
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許可面積の合計 15,845ha

（土石の採取は、原則として森林へ復旧する）
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企業参加による森林づくりの枠組み

県と企業間の

協定の締結
①県 有 林 経 営 林

７，１４７ｈａ※ 海岸県有保安
林及び他所管の県
有地を除く

⇒「法人の森」制度
千葉銀行 千葉ゼロックス

県と企業間の

里山活動協定の締結
公益保全林 ②

６２１ｈａ
コスモ石油

土地所有者と企業内
ボランティア間の

里山活動協定の締結

私有林（里山） ③

⇒里山条例に基づく
認定制度

リコー 富士ゼロックス



①「法人の森」制度

企業の社会貢献活動の一環としての森林整備が目的

県と企業が協定を締結
（面積０．１ｈａ以上、期間５年以下）

植栽・下刈り・枝打ち・間伐等の保育作業の実施
（ただし県有林の経営計画に反しないこと）

植栽木の所有権は、千葉県に移行（県に寄付）

作業に係る費用は、企業が全額負担

｢○○の森」など企業名称等を冠することが可能



①活動の実例 千葉銀行
ー県有林における「法人の森」活動ー

場所 富津市鬼泪（きなだ）山県有林
面積 ①１．００ｈａ ②１．００ｈａ
協定期間 ５年間 （H15. 3. 1～）
活動の趣旨
創立６０周年記念事業の一環として、
「緑を育てる」運動のシンボル的な事業
として森林づくりを行う
活動の内容 植栽（ヒノキ）、下刈
作業の方法 植栽、下刈りの一部を

役職員により実施
残りの作業を森林整備
法人に委託



①活動の実例 千葉ゼロックス
ー県有林における「法人の森」活動ー

場所 君津市豊英県有林
面積 ０．５９ｈａ
協定期間 ５年間 （H13. 10～）
活動の趣旨
紙に対する資源の保護と次世代への
地球財産を残す敬愛の念を込めるととも
に、設立２０周年を記念して植樹を行う。
活動の内容 植栽（スギ、ケヤキ、

ヤマザクラ）、下刈
作業の方法 植栽、下刈りの一部を

社員と家族により実施
残りの作業を地元森林
組合に委託



「法人の森」制度の課題

木材生産という狭い範囲での活動に限定さ
れる。

火気使用など県有林使用上の制限が厳しい。

県有林内に植栽することができるフィールド
が少ない。



②県有林における里山活動制度

企業の社会貢献活動の一環としての森林整備
が目的

県と企業が里山活動協定を締結
（面積０．１ｈａ以上、期間３年以上５年以下）

森林整備作業、自然観察や環境教育
（「法人の森」より多様な利用が可能）

作業に係る費用は、企業が全額負担



②活動の実例 コスモ石油
ー県有林（公益保全林）における里山活動ー

場所 富津市鬼泪（きなだ）山県有林
面積 １．７４ｈａ
協定期間 １年間 （H17. 9. 1～）

※３年間は自動更新
活動の趣旨
石油関連企業として、地球温暖化防止
の貢献活動の一環として、｢エコカード基
金」により、環境教育支援を行う。
活動の内容 環境教育（地元小学生）

下刈り、間伐
作業の方法 環境教育関連のＮＰＯに

委託して事業を実施する。



③里山条例に基づく里山活動制度

里山の保全、整備及び活用に係る活動
（企業の社会貢献活動の一環としての活動）
土地所有者と里山活動団体（非営利を目的とする団体
※）が里山活動協定（期間３年以上５年以下）を締結し、
知事が認定

※企業名での協定の締結はできない。
里山の整備と活用（自然観察や環境教育等）方法につ
いては、団体と土地所有者との間で取り決める。
土地の使用についての、団体の費用負担はない。



里山活動協定の認定地

里山活動認定地（４８件）

平成１７年１２月末現在

成田里山づくりの会

（富士ゼロックス）

リコー千葉ふれあいの森

（リコー）



③活動の実例 リコー
ー里山条例に基づく里山活動ー

場所 千葉市若葉区の民有地

「リコー千葉ふれあいの森」

面積 ０．２８ｈａ

協定期間 ３年間 （H16. 11. 20～）
活動の内容 間伐、保育、自然観察

環境教育

作業の方法 社員及び家族が行う



③活動の実例 富士ゼロックス
ー里山条例に基づく里山活動ー

場所 成田市の民有地
面積 ０．７５ｈａ
協定期間 ４年間 （H1７. ５. １～）
活動の内容 間伐、保育、自然観察

環境教育、農作業体験
作業の方法 社員及び家族が行う



ちば里山センター（事業展開）
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「里山情報バンク」制度
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「ボランティアサポートシップ制度」
（ＮＰＯとの連携による社会貢献活動）

企 業
・社内ボランティアの参加
・金銭的支援
・原材料・資機材の提供

ちば里山センター
・コーディネート
・活動プログラムの作成
・用具の貸し出し
・現地指導等の支援
・ホームページによる公表

里山活動団体
・フィールドの提供
・企業との協働作業
・地域住民の参加

① 応募 ② 募集

③ 申込み

④④ 三者合意書の締結三者合意書の締結
活動内容、支援内容、里山セン
ターの支援内容等を明記

応募基準

・里山活動協定の認定団体

・地域住民と連携して特色あ
る活動をしている団体

・企業の参加について土地所
有者の同意を得ている 等

ちば里山センター事業



企業ボランティアの支援
（ちば里山センターの事業）

ちば里山センター

里山活動団体

企 業

里山巡回相談 伐倒技術研修

技術指導

研修会の開催
里山相談

チェンソー研修現地指導



今後の課題今後の課題
－－企業参加を進めるためにー企業参加を進めるためにー

○参加企業の拡大

・どうして千葉県？

・地域ビジョンの明確化(企業に何を望むのか）
・社会貢献度の公平な評価と公表

○地域住民との交流

・市町村の協力体制

・地域住民の理解


	企業参加による森林・里山づくり
	千葉県の土地利用(30年前との比較）
	千葉県の森林現況
	森林面積の推移と減少の要因
	企業参加による森林づくりの枠組み
	①「法人の森」制度
	①活動の実例　千葉銀行ー県有林における「法人の森」活動ー
	①活動の実例　千葉ゼロックスー県有林における「法人の森」活動ー
	「法人の森」制度の課題
	②県有林における里山活動制度
	②活動の実例　コスモ石油 ー県有林（公益保全林）における里山活動ー
	③里山条例に基づく里山活動制度
	里山活動協定の認定地
	③活動の実例　リコーー里山条例に基づく里山活動ー
	③活動の実例　富士ゼロックスー里山条例に基づく里山活動ー
	ちば里山センター（事業展開）
	「里山情報バンク」制度
	「ボランティアサポートシップ制度」（ＮＰＯとの連携による社会貢献活動）
	企業ボランティアの支援（ちば里山センターの事業）
	今後の課題　　　－企業参加を進めるためにー

